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サン・トメ島―ポリフォニック・クレオールの輪郭

寺尾智史

0．はじめに―ギニア火山列島へ

2014 年は，ギニア湾が騒がしい年であった。
一つは，ギニア・コナクリ，シエラレオネ，リベリアで猖獗を極めたエボラ熱。もう一つは，
ギニア湾の東から南に曲がるコーナーを過ぎて，そのエボラ熱が飛び火しそうになった，ナイ
ジェリアでのボコ・ハラムの跋扈である。
そのギニア湾に，見落とされそうな小さな島々が，4つ，飛び石のように浮かんでいる。
これらはすべて火山島で，アフリカ大陸のカメルーンから北東―南西方向に続く，ギニア火
山列の海底火山が海面から頭を出した島々である。
ギニア湾でも，特に湾曲しているニジェール川河口の三角州より東の部分はボニー湾，もし
くは―1967 ～ 70 年のナイジェリア内戦を彷彿とさせる―「ビアフラ湾」とも呼ばれるが，
その湾奥から一つ目に最大の島，ビオコ Bioko 島がある。2018 平方キロ，済州島より一回り大
きく，沖縄本島のほぼ倍の広さである。ポルトガル人に発見されて以来，ブラジルの統治を確
認させる代償として 1778 年にスペインに譲渡されて以降も，1968 年の独立までフェルナン（ド）・
ド・ポー Fernando do Pó島と呼ばれた。この島の北端には，産油国，そしてその資源に依存し，
それを独占する一族による独裁国家として知られる赤道ギニア共和国の首都マラボ Malaboがギ
ニア湾を見渡すように座する。なお，その島は以下続く火山列島のうちで唯一，ポルトガル人が
到着する前から住民がいた島である。彼らはブビ人と呼ばれており，バンツー系のブビ語を話す。
13 世紀頃，同じくバンツー系のファン語を話すファン人による迫害を逃れ，アフリカ大陸から
離れ，この島を新天地としたらしい。しかし，植民地主義のいたずらで，同じスペイン領とし
て組み込まれた赤道ギニアの大陸側の地域，リオ・ムニ Río Muní （以下，「リオムニ」）の多数
派がファン人だったことにより，植民地時代からファン人が流入，独立後はリオムニを含めて
大統領選挙が行われるため，首都がビオコ島側にあるにもかかわらず，人口比率で圧倒してい
るリオムニの多数派ファン人が政権をはじめとする利権を独占する政治構造となっている。
この他，ナイジェリア内戦で「ビアフラ共和国」独立闘争の担い手となったイボ人，イビビ
オ人を中心とするナイジェリアからのプランテーション農業労働者であるニヘリアノス 

Nigerianos, そして数は少ないが自らを混血だと自認し，クレオールを話すフェルナンディノ 

Fernandino, スペインからのフランコ独裁期を中心とする移住者の子孫―彼らに特徴的なの
は，アラゴン地方北東端，アラゴン語域であるベナス（ケ） Benas（que）を源郷とする者が多いこ
とである―などが居住する，多文化の島である。
次の飛び石はプリンシペ Príncipe島である。136 平方キロ，壱岐ほどの広さのこの島は，1919
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年 5月 29 日の日食観測によってアインシュタインの相対性理論が証明されたことで物理学者や
科学史家には知られているが，他の機会で歴史の脚光を浴びたことのない，カカオ・プランテー
ションの島である。後述するように，住民はモンコー Moncóと呼ばれる。
3番目の島は，サン・トメ São Tomé島（以下，「サントメ島」）である。854 平方キロ，すな
わち佐渡島と全く同じの広さを持つこの島は，2番目の島プリンシペ島と共に，「サントメ＆プ
リンシペ共和国」というカリブ海ばりのミニ国家を形成している。
最後の 4番目の島は，アノ・ボン Annobón（以下，「アノボン島」），すなわち，1471 年の年

末から次々に「発見」された列島の最後に，1473 年の「正月」に見つかった，という名前を付
されている島である。17 平方キロ，生月島ほどの小さな火山島は，歴史の偶然で，というより
気まぐれな植民地主義の成り行きとして，サントメ＆プリンシペ共和国ではなく，1番目の島ビ
オコ島の国，赤道ギニアに属する。
この 4つの火山島列は，その規模と気候風土において，大西洋の向こう側，小アンティルの
それをミニチュアにしたような存在である。黒人奴隷を用いたサトウキビ・モノカルチャーの
パイロット・プラントになった意味では，同じアフリカ沖のカーボ・ヴェルデ諸島やマデイラ
島に似てはいる。しかし，これに加えて，熱帯雨林に覆われる傾斜のきつい山腹を，奴隷を用
いて切り開くさまは，これらの島々を小アンティルにオーバーラップさせる。
本稿では，その対象をこれらの 4つの島のうち，真ん中の 2島，すなわち，サントメ＆プリ
ンシペ共和国という小島嶼国をなすサントメ島とプリンシペ島に絞る。さらに，その面積でプ
リンシペ島の 6.3 倍，人口にして 23.8 倍（2） に及ぶサントメ島に中心を据える。

図1　ギニア湾地図１）
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1．サントメ島につどう人々―6つのことばの根

サントメ島の住人は，ギニア湾沿海，特に現在のベニン，ガボン，両コンゴ，アンゴラから
連行されたアフリカ大陸出身の奴隷の子孫たちが中心とされる。サントメ島で生まれた住民の
特徴的な区分には，ありきたりの〈黒人〉，〈白人〉，〈メスティーソ（混血）〉の他に，「フォロ 

Fôrro 」，「モンコー Moncó 」，「トンガ Tonga 」，「アンゴラール Angolar 」という 4つの俗称で
呼ばれるグループ分けがある。
これら 4つの俗称は，俗称でありながら，非常に科学的であり，〈　〉で括ったあやふやで状
況によってたやすく変動する人種観的区分より正鵠を得ている。
まず，「フォロ」は，1876 年に出された奴隷解放令によって解放されたサントメ島の解放奴隷
の子孫たちである。
一方，「モンコー」は，北隣の島で，サントメ＆プリンシペ共和国の一方の島になっているプ
リンシペ島出身者およびその子孫である。「トンガ」は，奴隷解放令以降にサントメ島に連行さ
れた，非合法奴隷または使用人である「セルヴィサイス Serviçais」の子孫である。これらの人々
は，決してまともとはいえない労働使役契約によってカーボ・ヴェルデ，モザンビーク，アン
ゴラいった，旧ポルトガル領のアフリカ各地から連れてこられ，プランテーションでの苦役を
余儀なくされた。そして，最後のサントメ島南部に住む「アンゴラール」については，後にさ
らに詳しく述べたい。
以上の 4つのグループは，当然ながら異なる言語生活を送っていた。そしてこの 4つとも，
差異が認められる「それぞれのクレオール」を母語として話してきた。義務教育がかなり浸透し，
「センサス識字率」が 90 パーセントを超えた現在でも，その差異は明確に残っている。これに，
若干の「ヨーロッパポルトガル人」の子孫，そして彼らより実数はよほど多いと思われる赤道

図2　フォロが表示されている例
首都サントメの国立高等学校にて。Ke mese は，「職員（教員）室」の意。

〔2014.8. 寺尾智史撮影，写真以下同じ〕
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ギニア共和国で打ち続く独裁制から逃れた，マラボ島，アノボン島およびリオムニの人々を合
わせて，900 平方キロに満たない島に少なくとも 6つの「言語多様性をつかさどる根」があると
いうことになる。
話者についての調査は，センサスを含めてわずかであるが，1981 年のセンサスには使用言語
についての調査項目があったので，これをもとに表にまとめる。
さらに，大雑把な概数として，次の数字を挙げておく。
【表 1】において明らかなのは，解放奴隷の子孫フォロが母語として話すフォロ語，すなわち，
サントメ・クレオール語が，サントメの言語生活における多数派を占めている一方で，過疎地
で「その他の言語」を話す割合が漸増することである。【表 2】の第二位言語であるファン語は，
カメルーン南部沿岸部からリオ・ムニ（赤道ギニア大陸部）を経てガボン北部に至るギニア湾
岸南部にかけて話されるバンツー諸語の一つであり，主に赤道ギニア共和国からの政治難民・

県 県庁所在地
人口
（2012）

面積
km2

人口密度
人 /km2

（2012）

ポルト
ガル語
を話す
（％）

サントメ・
クレオール
（フォロ）
を話す（％）

プリンシペ・
クレオール
（モンコー）
を話す（％）

その他
の言語
を話す
（％）

サントメ
（北東部海
浜首都圏）

Água Grande

アグア・グラ
ンデ

São Tomé

サントメ
73,091 16 4,568.2 97.0 94.8 1.8 7.6

（東部海浜）
Cantagalo

カンタガーロ
Santana

サンターナ
18,194 119 152.9 97.3 78.4 1.3 22.1

（南部海浜）
Caué

カウエー

São João dos 

Angolares

サン・ジョ
アン・ドス・
アンゴラー
レス

6,887 268 25.7 89.6 78.8 0.5 17.9

（西部海浜）
Lembá

レンバー
Neves

ネーヴェス
15,370 229 67.1 86.6 71.3 0.9 24.0

（北部海浜）
Lobata

ロバータ

Guadalupe

グアダルー
ペ

20,007 105 190.5 94.4 78.5 0.5 21.8

（中央部，
山岳地帯）

Mé-Zochi

メ・ゾシ

Trindade

トリンダー
デ

46,265 122 379.2 94.7 97.7 0.7 7.1

プリンシペ
Pagué

パゲー

Santo 

António

サント・
アントニオ

7,542 142 53.1 97.7 71.7 24.6 37.2

農村地域小計 94.0 80.5 2.7 17.5
総計 187,356 1001 187.2 95.0 85.4 2.4 14.0

表1　  サントメ＆プリンシペ民主共和国の県（Distrito），県庁所在地，人口（2012年），面積，人口密度（2012
年），10歳を超える住民の言語別話者割合（1981年）
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経済難民によって話されていることを考えると，都市部の言語と考えていいだろう。というこ
とは，【表 1】の農村部，すなわち首都サントメ市以外における「その他の言語」とは，アンゴラー
ル語か，もしくはロッサス Roças と呼ばれるカカオやコーヒーのプランテーション畑で働く農
業労働者として連れてこられた「セルヴィサイス」の移入したことばとなる。セルヴィサイス
の持ち込んだ言語のうち，アンゴラやモザンビークのバンツー諸語は，フォロ語と大きく異な
るため，継承の難易度が高いといえる。他方，カーボ・ヴェルデ人の持ち込んだ母語，すなわち，
カーボ・ヴェルデの多様なクレオールは，フォロと語彙，そして統語で似通うところがあり，
相似が消滅の引き金を引く可能性を高める場合もある一方で，継承されるうえでより容易であ
ることも事実である。
事実，カーボ・ヴェルデとサントメは人の流れが紡ぐ文化で強く結ばれている。
カーボ・ヴェルデのクレオールでうたわれる唄に「モルナ」というジャンルがあるが，その
モルナの最も著名な歌手であるセザリア・エヴォラ Cesária Évora（1941-2011 年）の看板の曲が，
「ソダーデ Sodade」，ポルトガル語でいえば「サウダーデ Saudade」である。この曲は，カーボ・
ヴェルデ諸島最西端の「音楽の島」とも呼ばれるサン・ニコラウ São Nicolau島出身のアルマン
ド・ゼフェリーノ・ソアレス Armando Zeferino Soares（1920-2007 年）によって作られた（3）。
彼が 2000 年に語ったインタビューによると，1950 年代，契約農業労働者「セルヴィサイス」と
してカーボ・ヴェルデからサントメ島に，旅立つ友人たちに贈った哀別の歌であった。この曲
の第一連では，

Quem mostra’ bo

Ess caminho longe?（x2）
Ess caminho

Pa São Tomé

「誰があんたにこの長い道のりを世話してんだい？，このサントメへの道のりを」と歌われる。
無論，サントメでも愛唱されている。
ヨーロッパでチョコレートの食文化が定着し，サントメ島にココア・ブームがおこった 19 世
紀中盤には，サトウキビ・ブームによって移民が連れてこられた 16 世紀以来，久しぶりにこの

母　語 推計人口 人口比（%）
サントメ・クレオール語（フォロ語） 110,000 81.8
ファン語〔バンツー系アフリカ大陸言語〕 12,900   9.6
アンゴラール語（ンゴラ語） 5,000   3.7
プリンシペ・クレオール語（ルングイェ語，モンコー語） 4,000   3.0
総人口から上記 4言語母語人口を除いた数
（ポルトガル語およびその他の言語）

2,580   1.9

 総　計 134,480（2001年） 100.0

表2　2001年時点のサントメ・イ・プリンシペ民主共和国母語話者人口推計
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島がにぎわうこととなったが，1876 年の奴隷解放等によって，ココア栽培を維持する人手が圧
倒的に不足した。これを補完したのがセルヴィサイスであるが，その労働環境は過酷で（4），イ
ギリスにおけるチョコレート製造業で最大手であったキャドバリーの社長ウィリアム・キャド
バリーWilliam Adlington Cadbury（1867-1957 年）は，サントメの状況を視察して衝撃を受け，
その状況を Cadbury（1910）で告発するとともに，サントメ島からのカカオ豆購入をボイコッ
トするに至っている。Sodade で歌われる「世話したんだい」という響きには，故郷から遠く離
れなければならず，かつ，過酷であるセルヴィサイスという労働形態を周旋してくる人間や運
命（神）への恨み言が込められているように思える。

2．アンゴラール語とその周辺

【表 1】において「その他の言語」にカテゴライズされていることばの一つで，【表 2】におい
て人口的に第 3言語とされているのが，アンゴラール語である。
ひとめ一目見て，対岸アフリカの「アンゴラ」を想起させる名を持つ，この言語はどのよう
なことばなのであろうか。
アンゴラール語の発祥については，2つの「語り」がある。それは，「ルーゾ・トロピカリズ
モからの語り」と「ポスト・コロニアリズムからの語り」である。
まず，「ル―ゾ・トロピカリズモから語り」について。サントメが独立するまで，Almeida（1956a,b）

をはじめとして，主にポルトガルの民族学者たちは，このことばが，どうして首都サントメ市
で話されるクレオールと違うのかについて，18 世紀からある宣教師などの記述をトレースしな
がら次のようなストーリーで説明してみせた。

奴隷船は，奴隷を〈載せて〉，アフリカの港を発った。ギニア湾を北西に，はるかアメリカ
の地に向かったその船は，サントメ島にさしかかった時，猛々しい時

し け

化に襲われた。船は
難破し，何とか船から抜け出せた奴隷たちは，目の前に出現した島磯に泳ぎ着いた。ヨーロッ
パから来た島の支配者たちが関心を寄せない，山がちな南東部のその狭い磯辺で，今日ま
ですなどりの民として生きてきた。彼らのことばは，もともとアフリカのことばだったが，
サントメのまちの人たちとゆっくりと接することで，そのことばを少しずつ取り入れ，ア
フリカのことばとも，サントメのことばともちがう，いまのことばになった。

しかしながら，「ポスト・コロニアリズムの語り」すなわち，このコミュニティのことばに関
心を寄せる，サントメ独立後の研究者たちのアンゴラール語成立にかかわる推論は，これとは
根本的に異なる。
アンゴラール語は，クレオール語学の中では，コロンビアで話されるパランケーロ 

Palanqueroなどと並んで「マロネージ・クレオール」，すなわち，「逃亡奴隷クレオール言語」
の一典型とされている。この説はまさにポルトガルの独裁体制が斃

たお

れたタイミングで，Ferraz

（1974:180）によってはじめて提示されている。　
つまり，サントメに連れてこられたギニア湾南部出身のアフリカ人奴隷―その大部分はサ
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トウキビ栽培に酷使された―の一部が，数次にわたって逃亡し，当時，追手が陸路からは近
づけなかったような島の南東部に定住した。彼らのアフリカ大陸における出自は，19 世紀になっ
て解放されたサントメ市の奴隷たちと大差ないが，逃亡後の地理的隔離によって，ポルトガル
語をはじめとするヨーロッパ諸言語との継続的接触を遮断され，より古い形，すなわち，彼ら
の元来の出身地であったギニア湾南部のバンツー系言語の痕跡をより多く残存させるクレオー
ル，すなわちアンゴラール語を話しているというものである。
どちらが「ただしい」のか，その判断を下す客観的材料は，書記資料がほぼない―それは，
話し手が識字の外であったことばかりでなく，植民者であるポルトガル人の書記リテラシー自
体，さらには「歴史リテラシー」が低く，「記録すること」に無頓着であったことにもよる―
なか，言語学者は，今や相互には意思疎通のできない二つのクレオールを並べて，その「記述
言語学的」共通点―特に統語におけるバンツー性の同根ぶり―で証明しようとしている。
また，あまり豊富とは言えない植民者側の史料で，16 世紀の奴隷逃亡率を割り出し，この推論
の確からしさを示す研究もある［Seibert（1998）］。
さらには，Lorenzino（1998）のように，アンゴラール語は，追手に内容を知られる可能性が
あるサントメ・クレオール語をわざと改変して，わかりにくくしたものだという推論を立てる
言語学者もいる。
他方，Seibert（1998）は，独立した当時には，主に独立を勝ち取ったサントメ市のフォロ人

知識層を中心に，アンゴラール語の母語話者，すなわちアンゴラール人は，ポルトガル人に先
んじてサントメ島にカヌーで着いた大陸アフリカ人の子孫だという説も語られたことを紹介し
ている。

図3　アンゴラール語が語られる日常（リベイラ・アフォンソの川辺）〔2014.8〕
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母語話者自身は，自らの出自について，ポルトガル植民地時代に語られた言説を信じている
傾向が強いことが，Nambongo（2003）による詳細な住民調査で明らかとなっている。では，ア
ンゴラール語の現在の使用状況自体はどうであろうか。
まず，アンゴラール語が分布している，サントメ島南東部での使用状況は，私の普段フィー
ルドワークしていることばと比較すれば―あくまで比較の話であるが―私自身が現地で聞
き取りをした現状では二つの意味で「危機化」はしていないと考えられる。
その 2つとは，1つ目は，アンゴラール語の言語使用が非常に安定的で，フォロ語＝サントメ・
クレオール語やポルトガル語への安易なコード・スイッチングが起こっていないこと，2つ目は，
コミュニティ自体の過疎化，高齢化が進んでいないこと。周縁地域の弱小少数言語をフィール
ドワークしていると，特に 2番目の要件の重要さは痛感する。
こうした地域では，得てして，母語話者人口の磨滅をひきおこすのは，言語スイッチより人
口流失が最大の要因になりがちであるからである。
しかしながら，決して楽観視できる状況にあるわけでない。それは，第一に，彼らが「消極
的 3言語話者」となっているからである。つまり，首都サントメ市中流階級の人々，つまりフォ

図4　サントメ島地図５）
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ロの人たちの訪問を受けた場合にはフォロ語（サントメ・クレオール語）で話し，首都の政治
家や外国人観光客の訪問を受けた時にはポルトガル語となっている。首都サントメのフォロ語
話者住民がポルトガル語とのバイリンガルによるダイグロッシア（二言語使用社会）で済んで
いるのと比べて，近代に溺れてしまったシンプルな言語生活をする人間から一方的に判断すれ
ば，それは場合によっては煩雑な言語状況なのかもしれず，ポルトガル語で受けざるを得ない
教育の普及等によって，彼らがもっとシンプルな言語生活を望むようになる可能性は否定でき
ない。実際，中等教育以上は首都サントメで受けねばならず，若者のアンゴラール語離れが指
摘されている。
もう一つの危険性は自然災害である。急峻な火山島での漁撈生活は厳しい。大きく，波静か
な漁港は望めず，いつがけ崩れや高波にコミュニティごと襲われるかもしれない。直接の被害
はもとより，集団移住が言語絶滅につながる，ということもこうした弱小の言語コミュニティ
には充分起こりうることである。
いずれにせよ，サントメ島は，これだけ多様な言語，そして，4つ以上のクレオールが共存し
てきた，そして現在も共存している，稀有な言語・文化接触の場であることに違いなく，それ
が今後どのような推移をたどるのか，これらのことばがいかなる文化表象の題材として使われ
てゆくのかを含め，引き続き注視してゆきたい。

3．こじれる『チロリ』の起源

この論考をしめくくるにあたって，文学世界に分け入り，もう一つのクレオールとポスト・
コロニアリズムの剥がれた接合面を，サントメ島に求めたい。このケースについては，Seibert

（2009）による，史資料を渉猟し，細部に検討参照した優れた先行研究があるので，今回は以下
彼の論考を再編成することとする（6）。

　 　
『チロリ』Tchiloli は，サントメ島における文化活動のうち，最も重要であるとされている「演
目」である。簡素な横笛を意味する『チロリ』は，ポルトガル語の通称の題名で，正式には A 

Tragédia do Marquês de Mântua e do Imperador Carloto Magno 『マントゥア侯爵とカルロト・マグ
ノ皇帝の悲劇』という劇作であり，歴史スペクタクルである。作者は「ポルトガル語劇作の父」
と呼ばれ，演劇の分野に限らず，全ヨーロッパの文学に影響を及ぼしたジル・ヴィセンテの次
世代に当たる劇作家で，大西洋に浮かぶマデイラ島（現在もポルトガル領で自治県）出身のバ
ルタザル・ディアス Baltasar Diasである。成立年代は 1540 年ごろ，ポルトガル人が種子島に到
達する前夜のことである。盲目の語り部であったディアスは，南仏やイベリア半島のトロバ
ドゥールたちによって語り継がれてきた物語の一つ―フランク王国カール大帝（742 － 814 年）
の長子で，王太子の一人カルロト（「小カール」，771 年頃 - 811 年）が，マントヴァ（マントゥア）
侯爵の甥である親友ヴァルデヴィノスの彼女を横恋慕した挙句，ヴァルデヴィノスを殺してし
まうことから引きおこる，馬鹿息子をめぐる皇帝の苦悩と決断が軸となっている歴史絵巻―
を悲劇に再構成した。ただし，それがリスボンで出版に具されるのは，1664 年になってからで
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ある。
プリンシペ島で行われる史劇 O Auto de Floripes 『フロリペスの聖史劇』と並んで，サントメ・
プリンシペにおける「クレオール化演劇」の双璧とされる。
野外の仮設舞台で，ブラスバンドを従え，原作にダンスと唄で大幅に肉付けしておよそ 6時
間にわたって演じられる，とりわけ出し物として規模の大きい『チロリ』は，まさにアンゴラー
ル語の「幻想的な起源説」が取り沙汰された 1960 年代以降，ポルトガル人，そしてヨーロッパ
人によって「再発見」され，アンゴラール語と同じく，それがいつから行われているのかが議
論となってきた。
最も素朴に見えて，その実は「ルーゾ・トロピカリズモ」の銀の粉がまぶされた起源説は，
言うまでもなく，ディアスが生きた 16 世紀にこの出し物がサントメ島に持ち込まれ，非識字の
フォロたちによって，口承文学という方法で 450 年も連綿と演じられてきた，という「世界最
長の口承文学」であるという立場である。まさにそうした視角から，この時代になって『チロリ』
は注目されるようになる。
『チロリ』に最も早く言及した詩人，郷土史家フランシスコ・テンレイロ Francisco Tenreiro

（1921-1963 年）は，1961 年，彼が記したサントメ島のモノグラフの中で，『チロリ』がサントメ
島の住民にとって欠かせない娯楽であることを指摘しつつも具体的な起源を言及しなかった。
一方で，サントメ出身の看護師でアマチュア民俗学者のフェルナンド・レイス Fernando Reis

（1917-1992 年）は，Reis（1969）において，16 世紀，劇作が成立して間もなく，作者と同郷の
マデイラの先駆的サトウキビ農家がこの作品を導入したに違いないと述べ，さらに「『チロリ』は，
この地のクレオールの民の数世紀にわたる生きた文化活動の証しであり，サントメ島における
ルーゾ・トロピカリズモの勝利の証明を裏書きするものである」と昂揚しつつ結んでいる。彼
の見立ては，ポルトガル人文化人，そして植民地政府官吏に手放しで受け入れられた。
しかし，この見方はまさに「ポルトガル熱帯主義」のバイアスのかかった甘美な幻影であり，
実態はそうではない可能性が限りなく高い。
まず，演じられるセリフが，戯作者ディアスの原文でも，かといってフォロが普段しゃべる
サントメ・クレオール語（フォロ語）でもない。19 世紀に再版されたバージョンが，「なぜか」
台詞になっているのである。
レイス説には重大なほころびがあることを示す傍証は他にも多くある。現在，『チロリ』を演
じることを活動の中心とする演劇結社は 10 数組に上るが，組織化された最初の専門結社は，
1935 年 10 月に発足したものが最初である。ということは，それ以前はもっと素朴な形で演じら
れていた可能性が高い。もっと決定的なのは，1877 年までに書かれたサントメ島に関するモノ
グラフ，紀行文，その他のいずれにも，『チロリ』に関する言及が存在しない。また，マデイラ
人がサントメでサトウキビを栽培するのは 15 世紀のことであって，16 世紀には，彼らサトウキ
ビ農家の関心はブラジルの沃野に移っていた。ポルトガル王ジョアン二世からディアスが出版
許可を下賜されるのは 1537 年になってから，しかも『チロリ』はその後に書かれた可能性が高
い作品であって，いくら彼がマデイラ島出身であっても，16 世紀のマデイラ農民がディアスの
劇作を手に携えてサントメ島を訪れるのはあまりに不自然なのである。
こうした指摘は，実は Ambrósio（1985）を嚆矢として，主に演劇史研究者をはじめとする歴
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史家によって指摘されてきたのであるが，観光局をはじめとするサントメ政府関係者のみなら
ず，ポルトガル植民地史を鳥瞰しようとする文化史家，さらに欧州の文化人類学者からは，こ
うした議論にまるで気が付いていないかのように，徹底的に無視され続けている。
こうして，この説は再生産を繰り返し，現在においてもサントメの観光パンフレットはこれ
を踏襲し，果ては，1997 年に，シルクロードをヒントに奴隷貿易への《反省》をベースに行うダー
クツーリズムの提案としてユネスコのポルトガル委員会が構成した「スレーブ・ロード」の重
要な要素として取り込まれ（7），さらにこれを踏み台にユネスコの世界無形文化遺産登録申請へ
の動きさえある（8）。
著名なフランス人民俗演劇学者による Gründ（2006）は，この中でも最も問題のある著作で

ある。
彼女は，『チロリ』を，ハーフ・ミレニアムに及ぶ不朽のクレオール文化の極致としてポルト
ガルではやった 60 年代の所説を無批判に受け入れ，誇張するばかりでなく，カロリング・ルネッ
サンスがここ南洋の辺鄙な小島にいまだに花開いている，という図式の，フランス古典主義の
開陳を，多くの写真を具材にして描いてみせるのである。

　 　
以上，Seibert（2009）の冷徹な分析を紹介した。最後に紹介されている Gründ（2006）は，
ポルトガル植民地主義とフランス植民地主義の残滓が輻輳したグロテスクな結合であるともい
える。
日本語環境の歴史研究，文学研究のアリーナにおいても，ポスト・コロニアリズムの共通理
解のもと，欧米先進国―この場合スペインも含まれる―の植民地主義批判は掛け値なしで
行われている感がある。しかしながら，ことポルトガルに関しては，植民地主義，特にそれが
苛烈になったサラザール独裁体制下のルーゾ・トロピカリズムへの牽強付会な理屈に，サンバ
やキゾンバ（リンガラ・ポップをはじめとするアフリカ音楽とブラジル音楽の融合したジャン
ルで，発祥地のアンゴラおよびカーボ・ヴェルデの音楽シーンが牽引している）をまぶして陶
酔する筋が少なからず残る。それは，詩人フェルナンド・ペソアの解釈にさえ及んでいる。
私は，それがすでに時代遅れで，反社会性をはらんでいるだけではなく，日本語環境で生き
る人々のポルトガルの後進性への見下しからのゆがんだノブリス・オブリージュ感覚から来る
ものではないかとにらんでいる。

ここまで見てきたように，サントメ島をはじめとするギニア湾の小さな島々は，小粒ながら
我々に訴えかけてくる，コントラストと多様性を従えているのである。

註
１）出典：http://en.wikipedia.org/wiki/Bight_of_Bonny#/media/File:Gulf_of_Guinea_（English）.jpg ［2015
年 3 月 16 日閲覧］
２）出典： http://www.telanon.info/sociedade/2012/06/29/10732/sao-tome-e-principe-tem-187-356-

habitantes/　［20150316］
３）これについては，従来作曲・作詞者に諸説あり，カーボ・ヴェルデの裁判所によって Armando 

Zeferino Soaresの死の前年，2006 年末によってようやく彼の作品であると裁定された。参考：http://
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www.asemana.publ.cv/spip.php?article23465　［20150318］
４）Satre（2005）, Higgs（2012）はこうした過酷な労働環境を明らかにしている。
５）原図出典：http://static.dieweltuhrzeit.de/media/images/country_map/map_st.png　［20150316（一部
筆者改変）］
６）Latitudes. Cahiers Lusophones. nº 36, Outubro de 2009, pp.16-20
７）カストロ・エンリケスが首班の Comité Português de “A Rota do Escravo” が発行する Lugares de 

Memória da Escravatura do Tráfico Negreiro「黒人奴隷貿易を記憶する場」という配布物にクレジット無
しの古い写真と共に紹介。
８）2009 年 3 月には実際，候補に挙がったが，現在まで選定されるに至っていない。
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